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令和４年度 遠野東中学校区の取組の方針➡総括（概要版） 

遠野東中学校区研究員部会 

 

１ 「まちづくり指標」達成に向けて 本学区で特に課題（重点）とする【大領域・観点別】（中領域） 

国

語 

小２ 【読むこと】（話の内容の大体をとらえる）（重要な語や人物の行動をとらえる） 

小３ 【読むこと】（話の内容の大体をとらえる）（重要な語や人物の行動をとらえる） 

小４ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）（考えや感想をもって伝え合う） 

小５ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）（考えや感想をもって伝え合う） 

小６ 【読むこと】（要点をとらえ内容を解釈する）（考えや感想をもって伝え合う） 

中１ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）（考えや感想をまとめ伝え合う） 

中２ 【話すこと・聞くこと】（敬語を正しく使い話す） 

中３ 【読むこと】（感想や考えをまとめ伝え合う） 

算

数 

・

数

学 

小２ 【数と計算】（数の構成と表し方） 【測定・データの活用】（長さ、広さ、かさ） 

小３ 【数と計算】（かけ算）      【測定・データの活用】（長さ、かさ） 

小４ 【数と計算】（□を用いた式、分数）【測定・データの活用】（長さ、重さ、時刻、時間） 

小５ 【数と計算】（かっこ用いた式、分数）   【変化と関係】（割合） 

小６ 【数と計算】（分数）           【変化と関係】（単位量当たり、速さ） 

中１ 【関数】（比、百分率、速さ、比例と反比例）【データの活用】（起こり得る場合） 

中２ 【数と式】（小学校までの計算）（方程式） 

中３ 【数と式】（中学１年までの計算） 

理

科 

小６ （流れる水の働き土地の変化）（物の種類や水の温度と溶ける量） 

中１ （流水の働きと土地のつくり）（電気の働きと利用）（月と太陽）（燃焼の仕組み） 

中２ 【いろいろな生物とその共通点】（生物の観察） 

中３ 【気象とその変化】（日本の気象）【化学変化と原子・分子】（物質の成り立ち） 

社

会 

小６ （日本の水産業）（日本の工業地帯の分布や特色） 

中１ （日本の気候と暮らし）【歴史的分野】全般 

中２ 【世界の様々な地域】（世界地理総合） 

中３ 【近代の日本】（欧米の進出と日本への影響） 

英

語 

中２ 【読むこと】（長文の概要や要点を読み取る） 

中３ 【読むこと】（英文を正しく読み取る）【書くこと】（適切な表現を用いて英語を書く） 

 

２ 前年度の「成果（○）と課題（●）」 

○ 単元の見通し、感想や疑問点、日常生活との関連等から学習課題を設定することは、課題を自分事と

して捉えることができ、児童生徒の学習意欲を高めることができる。 

 

○ 自力解決の場面で、自分の考えを書くことは、児童生徒が自分の学びの状態を把握することができる

とともに、学び合いで主体的に学ぶことにつながっていく。 

 

○ 意図的視点による振り返りは、自分の学習状況をメタ認知でき、次時の学習意欲につながる。 

 

 ● 学び合いでは、活発な話し合いや活動が行われているが、児童生徒が自分の考えの深まりや広がりを

実感できていないため、更なる学び合いの手立ての工夫が必要である。 

 

● 学習の振り返りが弱点を克服するための学習や発展的な学習につながっていないため、自主学習等の

学び方を学ばせる手立てが必要である。 
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３ 今年度学力向上取組の方向性 

（１）授業改善の２つの視点と目指す授業像（児童生徒像）について 

  視点１ 「学習意欲の持続」 

   目指す授業像（児童生徒像）： 学習課題を受け、解決のための見通しをもちながら、課題解決のた

めに主体的に学び続ける児童生徒。 

  視点２ 「児童生徒が主体となる学び合い」 

   目指す授業像（児童生徒像）： 自分の考えをもち、学び合いによってその考えを広げたり深めたり

しながら、より良い考えにたどり着こうとする児童生徒。 

 

（２）次年度の重点取組 

  ➀ 「視点１」について（手立て） 

   ア  意欲的に学び続けさせるために、単元や単位時間の導入場面で、ゴール像をもたせる。 

   イ  主体的に学び続けさせるために、単位時間の学習課題に対する見通しをもたせる。 

  ② 「視点２」について（手立て） 

   ア  自分の考えや根拠をもって学び合うために、学び合いの前に書く活動を設定する。 

   イ  児童生徒が主体的に学び合うために、学び合いの場面で、集団解決の視点や学びの形態を工夫

する。 

  ③ 「ＵＡをゼロに！」について 

   ア 中学校区で連携した家庭学習の取組をする。 

イ アシストシートを活用し、個別最適化された課題を提示することで、つまずきに対応する。 

 

４ 具体的実践（授業交流会・授業実践交流会・校内研究会等について） 

（１）今年度の主な公開授業等 

  ① 第１回授業交流会（R04.05.31）  土淵小学校（算） 

  ② 第２回授業交流会（R04.09.02）  上郷小学校（算） 

③ 授業実践交流会 （R04.11.01）  遠野東中学校（国、数、理、社、英、道、自立） 

 

（２）実践をとおして明らかになったこと 

① 視点１ 「学習意欲の持続」について（手立ての検証） 

ア 意欲的に学び続けさせるために、単元や単位時間の導入場面で、ゴール像をもたせる。 

〇サイズ別のゴールの提示を教師が意図的にすることで単元や単位時間の見通しが持て、意欲につな

がった。 

〇単位時間でのゴールの設定により期待感と意欲が生まれた。 

○単位時間のゴール像を持たせることで、自分ごととして意欲をもって取り組むことができた。 

 

〇振り返りと自分課題を関連付けることによって学習意欲の持続につながった。 

●途中でゴールがぼやけてしまうこともあり、中間でゴールの確認が必要となることもある。 

●学習意欲を持てない児童が学習意欲を持つようにするための前提として、レディネスを揃え、「分

からない」から出発することのないようにしたい。授業者が「何を揃えればよいか」を見取り、「何

が分からないのだろう」「どこでつまずくだろう」を予想し、寄り添うことが大事。 

 

イ 主体的に学び続けさせるために、単位時間の学習課題に対する見通しをもたせる。 

○振り返りシートを作成し、授業者と生徒が単元を通して見通し（単位時間及び単元のゴール）を共

有することができた。 

〇課題と見通しをしっかり持たせるとともに、授業者が意図的な投げかけをすることによって意欲が

持続された。 

   ●「見通し」のとらえが曖昧な時があった。授業者が何を「見通し」として出させるのかを明確にす

ることが必要。 

   ●導入だけでなく、学び合いの前や定着問題の前にも見通しを確認していくとよい。 
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② 視点２ 「児童生徒が主体となる学び合い」について（手立ての検証） 

ア自分の考えや根拠をもって学び合うために、学び合いの前に書く活動を設定する。 

〇自力解決の後に自分の考えを整理する時間を設定したことにより、学び合いでの説明の仕方を確認

することができた。 

〇タブレットを活用し、ロイロノートでの考えの書き込みが児童の主体的な交流につながっていた。 

○文章で書くことだけでなく、算数の言語活動として図や式でかくことも「かく活動」として自分の

考えを持つことができた。 

   ○国語や道徳では書き方や文型を指導し、全校で共有することにより学年が上がるにつれて積み上げ

ることができる。(青笹小) 

○自分の考えを書くことや、友達の考えを聞いて短くまとめて書くことなどにより、書く力がついて

いる。(青笹小) 

 

イ児童生徒が主体的に学び合うために、学び合いの場面で、集団解決の視点や学びの形態を工夫する。 

〇児童が自己分析をしてハンドサインで意思表示をし、児童が指名しながら発言をつなげていくこと

が主体的に意欲につながっている。 

〇数学的な見方・考え方アイテムが教室に掲示されていることで、学び合いの場面で児童の手掛かり

として効果的であった。 

〇教師がファシリテーターに徹しつつ、必要な場面で問いかけや投げかけをすることで学び合いが深

まった。 

〇個人→ペア（グループ）→全体と学びの形態を変えることにより、自分の考えを持とうとしたり、

友達の考えを聞いて考えを広げたり深めたりすることができ、主体的な学びにつながった。 

〇ＩＣＴの活用により、グループでの学び合い、全体でのまとめや発表につなげることができた。 

○グループでの学び合いでは、発表者、記録者、進行を輪番で行うことによりどの役割もできるよう

になり、主体的な学び合いになっている。 

●視点を与えて学び合い場面をつくってきたが、焦点化が甘いことにより、主体的な学び合いが持続

しないこともあった。 

●思考ツールがあることは有効だが、そのために考えが画一化されたりフォーマットされたりしてし

まい論理を構築する能力の育成の弊害とならないように気をつけたい。 

●「分からない」の意思表示が分からない児童の自己解決(自ら考えようとする意欲)を阻害すること

にならないようにしたい。分からない自分と向き合い自分から学ぼうとする姿勢を育てたい。 

●「児童が主体の」の「主体の」とはどんな姿なのか、さらに具体的な姿を持って目指していきたい。 

●子どもたち自身で解決に向かうことができるようにするために、活動の形態には意味を持たせるこ

と、必要な時に適切な活動形態を使うことなど、意味のあるグループ（ペア）の学びを構築する。 

   ●「深い学び」にするために、学び合いのポイントを提示して話合わせたい。目的と流れを提示する

とよい。 

 

③ 「ＵＡをゼロに！」について 

ア 中学校区で連携した家庭学習の取組をする。 

〇パブリックへの格納により、各校の家庭学習ノートの共有を行った。「のでから勉強」に各校で共

通して取り組むことができ、意欲や根拠をもった家庭学習の広がりが見られた。 

○何をやったら力がつくのかを見取り、教師が指定して個別の家庭学習に取り組ませている。（土淵

小） 

●家庭学習の量は多いが学力につながらない。質の高まりや個に応じた学習の仕方を探っていきたい。 

イ アシストシートを活用し、個別最適化された課題を提示することで、つまずきに対応する。 

〇長期休業中の課題としてアシストシートを活用することができ、個別に落ち込んでいるところを強

化することができた。 

〇タブレット持ち帰りでのドリルでの学習にも取り組むことができ、個別の学習に対応できた。 

５ 諸調査結果等の結果考察（児童生徒及び授業者の変容） 

（１）児童生徒が主体となる授業改善に関する指標（岩手県学習定着度状況調査における肯定的回答） 

【考察】 

○すべての項目でポイントが上がり、学ぶ意欲、学び合い、振り返りが連動して学習ができていると言え 
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る。 

●授業での意欲的、主体的な学びが一人一人に定着し「できた」「分かった」につながるための学習やさ

らに発展した学習など個別最適な学習（家庭学習）の取り組みが課題となっている。 

 

指  標 目標値 
Ｒ４

本市 

Ｒ２ 

学区 

Ｒ３

学区 

Ｒ４ 

学区 

① 意欲を持って自ら進んで学ぼうとする児童生徒の割合 
小 84.9 84 ８５ ８９ ９１ 

中 81.2 83 ９１ ８４ ８８ 

② 授業で、自分の考えを深めたり広げたりしている児童生

徒の割合 

小 84.7 87 ８９ ７９ ８６ 

中 84.0 88 ７６ ８７ ９６ 

③ 授業内で学習を振り返っている児童生徒の割合 
小 89.0 91 ９５ ８９ ９６ 

中 87.0 90 ８７ ９２ ９３ 

④ 学校の授業がよく分かる児童生徒の割合 
小 94.0 90 ９２ ８７ ８９ 

中 81.0 79 ７６ ７１ ８８ 

⑤ つまずきに対応した授業改善が行われていると感じて

いる児童生徒の割合 

小 89.0 88 ９５ ９９ ９６ 

中 92.0 91 ８３ ９７ 100 

⑥ 弱点を克服するための学習や発展的な学習に自ら取り

組んでいる児童生徒の割合 

小 82.0 76 ７６ ６７ ９２ 

中 70.0 63 ６３ ６８ ７１ 

※ この「学区」は、本中学校区のみの数値  

 

（２）学校の組織的な取組に関する指標（岩手県学習定着度状況調査における「１番回答」の割合） 

【考察】 

 〇授業では児童・生徒の意欲を高め、主体的な学びを目指して取り組んでいる。 

 ●家庭学習で、授業を生かし定着、さらに発展できるような働きかけは不足している。 

指  標 目標値 
Ｒ４

本市 

Ｒ２ 

学区 

Ｒ３

学区 

Ｒ４ 

学区 

① 児童生徒が自分で調べたことや考えたことを、分かりや

すく文章に書く指導をしていますか。 

小 

中 
100 50 0 75 75 

② 児童生徒自身が、学習の成果（又は課題）を実感できる

振り返りとなっていますか。 

小 

中 
100 57 75 75 75 

③ 児童生徒の間違いを認める雰囲気を作り、その中で授業

を進めていますか。 

小 

中 
100 93 50 75 100 

④諸調査の自校の分析結果から見えた児童生徒のつまずき

に対応した授業改善を行っていますか。 

小

中 
100 79 - - 50 

⑤学校の宿題などに加え、補充のための学習や発展的な問題

に、生徒が自ら取り組める工夫をしていますか。（R03 か

ら質問項目変更） 

【参考（R02 まで）】授業内容の理解を促進する家庭学習の

課題（宿題）を、計画的に出していますか。 

小

中 
100 43 - - 25 

※ この「学区」は、本中学校区のみの数値  

 

（３）学校区のアンケート等 

【考察】 

〇11 月のアンケートでは 6 月と比べてすべての項目でポイントが上がり、さらに昨年度の 11 月と比べ

てもほとんどの項目で上がっている。自ら学ぼうとする意欲を持った児童、授業改善に取り組む教師

の姿勢に改善が見られていると言える。 

〇特に学習意欲をもって学ぼうとする姿や学び合いで考えを広めたり深めたりしようとしている姿に

改善が見られ、「視点１」「視点２」に沿って授業改善をしてきた成果だと思われる。 

●今後さらにつまずきのない状態での学び合いにするための手立て、つまずきのある児童への支援を工

夫していく必要がある。 
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令和４年度 東中学校区教職員意識調査 

 項目 R3.6 R3.11 R4.6 R4.11 
自
分
が
指
導
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
様
子
は
？ 

1  学習課題に意欲を持って自ら学ぼうとする姿が見られま

すか。 

3.2 

(-0.2) 

3.5 

(＋0.3) 

3.4 

（－0.1） 

3.6 

（＋0.5） 

2  振り返りで、学習課題を解決できたという実感「できた」

「わかった」という姿が見られますか。 

3.2 

(-0.1) 

3.3 

(＋0.1) 

3.2 

（－0.1） 

3.3 

（＋0.1） 

3  学び合いで、自分の考えを広めたり、友達の考えを聞いて

深めたりしている姿が見られますか。 

3 

(-0.2) 

3.2 

(＋0.2) 

3.1 

（－0.1） 

3.4 

（＋0.3） 

4  学び合いで、つまずきのある子が意欲的に参加する姿が

見られますか。 

2.7 

(-0.2) 

3.2 

(＋0.5) 

2.8 

（－0.4） 

3 

（＋0.2） 
自
分
の
授
業
改
善
の
取
組
を
振
り
返
る
と
？ 

5  子ども達が、自分で調べたことや考えたことを、分かりや

すく文章に書く指導をしていますか。 

3 

(0) 

3.2 

(＋0.2) 

3 

（－0.2） 

3.3 

（＋0.3） 

6  子ども達が、学習の成果（または課題）を実感できる振り

返りとなっていますか。 

3.1 

(＋0.1) 

3.3 

(＋0.2) 

3.2 

（－0.1） 

3.3 

（＋0.1） 

7  子ども達の間違いを認める雰囲気を作り、その中で授業

を進めていますか。 

3.4 

(－0.1) 

3.6 

(＋0.2) 

3.5 

（－0.1） 

3.8 

（＋0.3） 

8  諸調査の自校の分析結果から見えた子ども達のつまずき

に対応した授業改善を行っていますか。 

3.2 

(＋0.1) 

3.2 

(0) 

3.1 

（－0.1） 

3.3 

（＋0.2） 

 

 

６ 成果（○）と課題（●） 

○ゴールや見通しを示すことにより、児童生徒が意欲を持続して学びに向かうことができた。 

○児童生徒が自分の考えを持ち、考えを交流する場において視点がはっきりした学び合いをすることによ 

り、主体的に学ぶことができた。 

○「のでから」学習に取り組ませることにより、学習意欲が授業から家庭学習にまで持続することにつな

がった。 

●「ゴール」は、始めに提示するだけでなく、途中で確認しながら、意欲の持続につなげていく必要があ

る。 

●授業での学びと家庭学習の関連、補充と発展を考慮した「個別最適」な学習の充実。 

 

７ 次年度学力向上取組の方向性 

（１）授業改善の２つの視点と目指す授業像（児童生徒像）について 

  視点１ 「学習意欲の持続」 

  視点２ 「児童生徒が主体の学び合い」 

   目指す授業像：児童生徒が課題を解決したい、分かるようになりたいという思いを持続させながら、

自分の考えを深化させて主体的に学ぶ授業 

（２）次年度の重点取組 

  ① 「視点１」について（手立て） 

   ア 新しい学習に興味関心を持って意欲的に学習できるように、単元や単位時間の導入時に学習のゴ

ールを提示する。 

   イ 単位時間において、「自分の力で解決できそうだ」と安心して学習できるように、解決の見通し

となる見方・考え方や提示する。 

 

  ②「視点２」について 

   ア 考えとその根拠を持って学び合うことができるように、ノートやタブレットに言葉や文章で書き

表す時間を設定する。 

   イ 児童生徒が安心して学び合いに参加し、課題を解決することができるように、「何について学び

合うのか」の視点を示す。 

 

  ③「UAをゼロに」について 

   ア 中学校区で足並みをそろえた「根拠を明らかにした家庭学習（のでから勉強）」に取り組ませる。 



 

【遠野東中学校区】 

   イ 個別最適化された課題に取り組ませるために、アシストシートや家庭学習を個別に与える。 

   ウ 校内や関係機関と連動した組織的な指導をする。（実態に応じた複数指導、少人数指導、放課後

教室の活用など） 

 

④「学びの連続性」について 

   ア ４校共通で、根拠を持たせた家庭学習（のでから勉強）に取り組ませることで、授業と家庭学習

の連携を図るとともに、小中９年間の自主学習を連続させていく。 

     

 


